
　振れ精度1マイクロメートル（マイクロは100万分の１）以内を実現した、超
高精度微細切削加工用焼きばめホルダー（工具保持具）「スリムラインUNO（ウ
ノ）」。工具の保持はホルダーの加熱・冷却で行う焼きばめホルダーであり、作
業者が変わっても、安定して振れ精度１マイクロメートルを出せるのが特徴だ。
加工前の工具調整時間など時間を削減できる。振れ精度が向上する事で、従来
の工具ホルダーを使用する場合に比べて、工具が均一に加工面に当たるため、
加工面の精度が向上する。また、工具寿命も伸びる。
　部品の小型化、高密度化、高精度化が進み、数マイクロメートル以下で把持できるツーリングの要求が高まっ
ている。例えば、光学、医療、エレクトロニクスなど、0.1ミリメートル以下の切削加工や高硬度の鏡面仕上げ加
工が求められる超精密加工分野がある。
　ただ、切削工具の微細化により、ツーリングの把持精度の問題で切削加工ができない問題も出てきた。そこで
工作機械の自動工具交換装置（ATC）にも対応できる、振れ精度1マイクロメートル以内のホルダー開発に着手し
た。ホルダーの加工精度を高めるため、スリムラインUNO加工専用の内面研削盤を工作機械メーカーと共同開発
し導入した。内面研削盤の主軸は油静圧軸受仕様にし、この結果、回転精度0.1マイクロメートル（従来は同0.2
マイクロ-0.3マイクロメートル）を実現している。
　このほか、工具シャンク部の精度を規格化して工具メーカーへ提案した結果、採用されている。
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